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自然条件が新たな時代に入った
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国土交通省砂防部資料

社会条件の変化

• ２０１３年１０月１日現在（内閣府、高齢社会白書）

人口 １２７３０万人

高齢化率 ２５．１％

• ２０６０年予測

高齢化率 ３９．９％

• 総務省資料では（H22年）、高齢者率の高い市町
村は①５７．２％ ②５５．１％ ③５４．１％
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最近の土砂災害による死者・行方不明者数

・ 平成２３年３月 地震による地すべり災害

福島県白河市 １３名

• 平成２３年９月 台風による土石流災害など

紀伊半島（奈良、三重、和歌山） ５６名

• 平成２４年７月 豪雨による土石流災害など

熊本・阿蘇地方 ２２名

• 平成２５年１０月 台風による土石流災害

東京・伊豆大島 ３９名

・ 平成２６年８月 豪雨による土石流災害など

広島 ７４名

土砂災害の特徴
① 多様な土砂災害が全国で発生している

② 人的被害が大きい

③ 災害が広域にわたることがある

④ 災害が長期化することがある

• 今後の予測・・・新たな時代に入った。

そこで従来からの計画規模の災害対策に
加え、過去最大クラスの土砂災害にも対応する
ことが必要となる。
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多様な土砂災害の発生

• 多様な原因

豪雨、地震、火山噴火、融雪・・・

• 多様な現象

深層崩壊、表層崩壊、土石流、地すべり

崖崩れ、火砕流、火山泥流、溶岩流

現象ごとに流れの速度、温度、規模などが異な
る｡いずれも発生の予測が難しい。

① 全国で発生 （都市でも地方でも）

地方創生の基盤が破壊される
4



富士山ハザードマップ検討委員会、２００４

③ 広域災害

１７０７富士山宝永噴火報告書、Ｈ１８．３，中央防災会議
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土砂の堆積による河床上昇

広域にわたる被害の発生
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国道148号、ＪＲ大糸線が長期間不通となり、地域経済に影響を与える

◇十 勝 岳：約１５０日
（1988年12月16日～89年5月初頭）

◇雲仙普賢岳：約１５00日
（1991年 6月7日 ～95年５月２５日）

◇三 宅 島 : ４年半
（2000年 9月1日 ～05年2月）

長崎災害では都市機能への影響が1ヶ月以上
継続した

④ 災害の長期化
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１７０７富士山宝永噴火報告書

Ｈ１８．３ 中央防災会議
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広島災害から学ぶ

・ 真夜中の豪雨・・・２０日１～４時にか

けて最大時間雨量１００ｍｍを超す雨

・ 山麓傾斜地上に開発が進む

・ 砂防堰堤などの防災施設はほとんど

なし
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伊豆大島災害から学ぶ

・ 表層崩壊型土石流の直撃

・ 真夜中の豪雨

・ 山腹斜面と住家の距離近い

・ 大雨による多量の泥水と流木の流下

・ 流木が橋に引っかかって流路を閉塞

流れが拡散

・ 砂防堰堤など砂防施設の効果大
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課題 ①

・予想が難しい降雨
・真夜中の大雨

⇒ 避難が難しい

土石流を発生させた時間降雨の比較

観　測 観測局名 観測局名 備　考

時　間 （県）深川局 （気）水俣局

7月20日 ㎜ ㎜ 2つの局間の

午前　1時～2時 20 72 距離約5.5㎞

2時～3時 42 22 海側（気）

3時～4時 87 48 山側（県）

4時～5時 91 25

2003年熊本県水俣市の土石流災害
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課題 ②

・防災情報が伝わらないことがある
・リードタイムのない災害が発生する

国交省砂防部資料より
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課題 ③

・正常化の偏見があった

・ 自分だけは大丈夫
（土砂災害の危険区域を知らない）
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・土石流とはどのようなものかは1997年に隣町の鹿児島県出水
市で発生した土石流災害を知って、土石流が恐ろしいものと認
識していた。 また、集川には「土石流危険渓流」という標識があ
り、アンケート回答者の約半数は「土石流危険渓流」があること
を知っていた。
・しかし、ほとんどの人は自分のところで出水と同じ土石流災

害が起こるとは思っていなかった。むしろ別の地区の方が気に
なっていたところも伺える。
・住民は皆土石流の発生の危険性は考えていなかった。特に

高台には土石流がくるとは全く思っていなかった。
・危険区域のマップは無し。防災訓練も特にしていなかった。

２００３年熊本県水俣市の土石流災害時の調査より
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最近の土砂災害の後にも

• こんな災害が起こるとは思ってもみなかった
。

• ここに長く住んでいるが､これまでこんなこと
はなかった。

• 自分の所は大丈夫だと思っていた。

• このような考えの方が多い。・・・土砂災害の
ことや土砂災害警戒区域のことは知らない。

課題 ④

・安全な場所が全くない所がある

・重要交通網の保全が必要
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2012年九州北部豪雨時の阿蘇地方での災害

重要交通網が走る静岡県由比地区
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①ハード対策をプライオリティをつけて計画的
に実施する

• 高齢化社会に向けて情報弱者でもある高齢
者に優しい対策が必要。すなわち、できるだ
け１／１００レベルの災害に対しては、人命並
びに財産の安全確保をハード対応で実施す
ることが必要。

• 日本経済に影響を及ぼすような重要な交通
網を守るための対策を実施することが必要。

• 地方創生の施策を進めるためにも地域の安
全な基盤を創出しておくことが大切。

まとめ

②ソフト対策の強化が必要

• 住民の防災意識の向上（土砂災害警戒区域
の周知、前兆現象を知るなど）をはかる｡

• 土砂災害を専門とする技術者による地方自
治体を支援する仕組みを作ること、そのため
にも専門技術者の育成をすることが必要。

• 過去最大規模の土砂災害に対しては、ソフト
面での具体的な対応方策を検討する。

• そのためにも､国土を平時から監視・観測す
る体制が必要。
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